
農林水産省共通申請サービス（eMAFF）における
飼養衛生管理支援システムの操作方法

及び業務への活用までの課題点
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飼養衛生管理支援システム

農林水産省動物衛生課が主体となり令和6年度から運用開始

【目的】

畜産現場における飼養衛生管理水準の向上、安全な国産畜産物

の安定供給及び生産性向上のため、飼養衛生管理基準の遵守状

況、生産資材の使用状況等の情報について、関係者間でタイム

リーな共有、分析結果の活用等を行うシステム構築

全国の飼養者情報をサーバー上で管理
⇒防疫対応時の情報共有などに活用





令和7年2月～

定期報告書を

AI-OCR対応の様式に変更

定期報告書



飼養衛生ポータル

スマートフォン、タブレット対応

オフライン状況下でも情報の参照・入力可能

巡回時のリアルタイムの記録などを検討

飼養者も利用可能



システム活用に向けた課題点

①システムの普及

②システムの操作

③システムの機能
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①システムの普及
前提：登録・申請は飼養者が行う
⇒アカウント取得を依頼
（リーフレット、巡回時説明）

⇒アカウント取得10件のみ（1.5%）

・本人確認に係る各種手続き
（マイナンバー、印鑑証明など）

・システムに対する理解△
（飼養者が高齢）

・インターネット環境不十分
⇒飼養者のシステム利用率が低い

ほとんどの登録・申請を家保で代行



システム活用に向けた課題点

①システムの普及

②システムの操作

③システムの機能



②システムの操作

農場台帳
登録

経営体
登録

自己点検
（家きん）



②システムの操作

牛 ：400件
家きん ：150件

（小規模含む）

豚 ：60件
馬・その他：70件

代理登録作業は数日～数週間
⇒他業務を圧迫

農場台帳
登録

経営体
登録

自己点検
（家きん）

合計680件

県北家保管轄農場数（概数）



②システムの操作

情報入力にかかる時間
牛400件：約30時間

家きん150件：約12時間

経営体登録（アカウント登録）

経営体：農場を経営する法人
家畜を飼養する個人

システムに必須項目（11）を入力→保存

農場台帳
登録

経営体
登録

自己点検
（家きん）



経営体登録



②システムの操作

農場台帳登録
昨年度の定期報告書の内容を元に代理登録

◎1件ずつ登録：システムに必要情報入力 ⇒申請

◎一括登録：Excel上に必要情報入力
→システムにアップロード
→入力データ反映 ⇒申請

・台帳削除：システム開発者のみ削除可能⇒要調整

農場台帳
登録

経営体
登録

自己点検
（家きん）



農場台帳登録
1件ずつ登録



農場台帳登録
一括登録



農場台帳登録
一括登録

◎初回登録時（大量に登録）には有用
・経営体情報取り込みには時間がかかる

（最大23時間Excel使用不可）

・「申請」は1件ずつ
家きん150件：約10時間

経営体登録+農場台帳登録⇒全農場登録に80時間以上



②システムの操作

自己点検（家きん）の申請

・システム上で申請（飼養者）

・紙で受領した申請を代理申請（家保）

農場台帳
登録

経営体
登録

自己点検
（家きん）



②システムの操作

自己点検（家きん）の申請

・システム上で申請（飼養者）

１件ずつ申請（一括登録不可）

◎紙で受領した申請を代理申請（家保）

農場台帳
登録

経営体
登録

自己点検
（家きん）



自己点検（家きん）



自己点検（家きん）

申請は1件ずつ
家きん150件：10時間/月

（自己点検期間中）

自己点検期間：10月～5月
県内での家畜伝染病発生時や

年度末・年度始めなどは特に業務負担大



システム活用に向けた課題点

①システムの普及

②システムの操作

③システムの機能



③システムの機能

家保で代理登録した農場：登録した家保のみ閲覧可能

県内他家保で登録された農場は閲覧不可



③システムの機能

高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）疑い事例

・周辺農場ああ
・消毒ポイント
・関連施設 など

必要情報の出力が不可
⇓

緊急時迅速対応？

家保で代理登録した農場：登録した家保のみ閲覧可能

県内他家保で登録された農場は閲覧不可
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県内他家保で登録された農場は閲覧不可

高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）疑い事例

・周辺農場ああ
・消毒ポイント
・関連施設 など

必要情報の出力が不可
⇓

緊急時迅速対応？

③システムの機能

定期報告などの情報
現行防疫マップ（県）

+飼養衛生管理支援システム
⇓

登録作業の負担大



①システムの普及

• 基本方針：申請は飼養者自身

⇒飼養者のインターネット環境・運用が不十分

システム運用に対する理解は極めて低い

②システムの操作

• 経営体登録+農場台帳登録⇒全農場登録に80時間以上

• 自己点検（家きん）代理申請⇒10時間/月（自己点検期間中）

• 農場台帳の削除は国の開発者しか権限がない⇒廃業農場の処理が煩雑となる

• 「申請」は1件ずつしかできない（飼養者が行うことが前提）

システム活用に向けた課題点（まとめ）

巡回時に操作方法を説明、飼養衛生ポータルの活用

課員で分担して負担減、AI-OCRの効果的な活用



システム操作マニュアルの作成

農場登録編
（経営体登録～農場台帳登録）

自己点検（家きん）編



③システムの機能

• 家保で代理登録した農場→登録した家保のみ閲覧可能

⇒県内他家保で登録された農場は閲覧不可

⇒伝染病発生時などの迅速な対応に支障

システム活用に向けた課題点（まとめ）

農場情報：国の防疫マップに応用予定
（令和7年4月～運用開始）

⇓

課題改善？

現行防疫マップ（県）と合わせて登録継続

今後も農水省・開発者との調整が必要


